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ク シ ョ ッ プ

臨床 ・実践領域に おける 「自己 」 の 捉 え方 ・扱 い 方

企 画 者 ：大会準備委員会

司 会 者 ：野呂文行 （明星大 学人文学部 ）

話題提供者 ： 武藤崇 （筑波大学心 身障害学系〉

　　　　　　渡 部匡隆 （愛知県心身障害者 コ ロ ニ
ー

発達障害研究所 〉

　　　　　　小 野昌彦 （中国短期大学）

〔企 画趣 旨】

　障害 をもっ 人を対象 と し た教育 ・福祉の 領域 ，

あ る い は学校 へ の 不適応 を示 した 児童 ・生徒 に対

する教育相談 の 領域に お い て ，

「自己 ○○ 」 と い

う用語 が頻繁に 見受け られ る 。 しか しな が ら， そ

れぞれの 領域 で使用されて い る 「自己」と い う語

の意味 は ， 必ずしも
一

致 して い る とは限 らな い 。

この よ うに同 じ 「自己 」とい う用語 を使用 して い

た も、それ が具体的に どの よ うな行動 を指 し示 し

て い る の かが 明示されて い な い と 、 混乱 を弓1き起

こ す原 因 とな る と考え られる 。

　 そ こ で ， 今回 の ワ ーク シ ョ ッ プ で は ， 障害 児臨

床 ， 障害者福祉 ， 不登校臨床の それ ぞれ の 領域 に

お い て ， 行動分析的な視点 をも ち なが ら ， 臨床 ・

実践活動 な らび に研 究活動 を行 っ て い る 3 名 を

講師に迎 え ，
「自己 」 の 捉え方 ・扱 い方 に つ い て

の 解説 をお願 い した 。 解説 の 中心は，1 ）頻繁に

見受け られ る 「自己 ○○」 とい う用 語が ， 具体的

に どの よ うな 行動 を指 し示 して い る の か ， 2 ）そ

の 行動が 「障害」ある い は 「不適応状態」の 克服 ・

解 消 にお い て どの よ うな意味 を もっ て い る の か，

と い う点で あ る 。 3 名の講師 に お ける 「自己 」の

捉 え方 ・扱 い 方を参考 に ， 参加 者の 各 自が 「自己 」

の 掟 え方 ・扱 い 方を考え る機会 を得 る こ とが こ の

企画の 目的で あ る 。

　武藤崇先生 （筑波大 学心身障害学系 ）には，「障

害児 （者 〉援助 にお け る 『自 己』 の 捉 え方 ・扱 い

方 」 と題 して ，障 害 を有 す る人に対する 「言語 に

よる 自己統制 」ある い は 「自己管理技能 」の 教 育 ・

訓練 に 関する説明 を通 して ， ご自身の 「自己 」 の

捉 え方 ・
扱い 方に っ い て解説 して い ただ く予定で

あ る 。

　渡部匡隆先生 （愛知 県心身障害者 コ ロ ニ ー
発 達

障害研究所 ）に ぱ 「行動福祉 に おけ る 『自己 』 の

捉 え方 ・
扱い方 」と題 して ， 障害を有する人の 「自

己決定」あるい は 「自己選択」の 支援 につ い て の

説 明 を通 して ， ご自身の 「自己 」 の捉え方 ・
扱い

方に つ い て解説 して い ただ く予定で あ る 。

　小野昌彦先生 （中国短期大学）には ，
「不登校

臨床 に おける 『自己』 の 捉 え方 ・扱 い 方」 と題 し

て ， 不登校状態 にあ る児童 ・生徒 に対する 「自己

主張反応 の 形成 」
「自己決定の 支援」 に つ い ての

説明を通 じて ， ご 自身の 「自己 」 の捉 え方 ・扱 い

方につ い て解説 して い ただ く予定で ある。

〔話題提供 1 】

「セ ル フ ・マ ネイ ジ メ ン ト」 手続 きの 「落 と し

穴」
一
障害児（者 ）援助におけ る 「自己 」 の 捉 え

方 ・扱 い 方
一

　　　　　　武藤崇 （筑波大学心 身障害学系）

発達障害 を有する とされ る個人 に と っ て 、他

人か らの 教示 な しに 自らの 行 動 を管 理 す る と い

う 「セ ル フ ・マ ネ イジ メ ン ト（自己管 理 ）」 は重

要な社会的能力の 1 っ で ある とされ （Meyer，

Cole
，
　 McQuarter，＆Reichle，1990）、ま た行 動

的な手 続 きの 中に お い て 、 近年セ ル フ ・
マ ネ イ

ジ メ ン ト手 続きは代表的なもの とな り 、 同 様の

対象児（者 ）に対 して もそ の 手続 きの 適用 が1985

27
N 工工

一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Association for Behavior Analysis(JABA)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoolatlon 　for 　Behavlor 　Analysls （JABA ｝

年以降多 く検討 な され る よ うにな っ た 。

　しか し、行 動分 析 学で は 、 従来か ら 「セ ル フ 」 、

あ る い は 「セ ル フ
・

マ ネ イ ジ メ ン ト」 と い う概

念 を慎重 に扱 っ て きて お り（例 えばSkinner，

1957； 1974）、　「常識 」 的な セ ル フ ・マ ネイジ

メ ン トを単 に手続 き化す る と い っ た方向性 とは

本来異なる 。

　そ こ で 、本 発表で は 、 セ ル フ ・マ ネイ ジメ ン

トを行動分析学的に 「翻訳」す るだけで な く、

障害児（者 ）援助に おける 「常識」 的な セ ルフ
・

マ ネイ ジ メ ン トの 手続 き化 に潜在する危険性 に

つ い て 検討 す る 。

　そ の 危険性 とは 、 （1）セ ル フ ・マ ネ イ ジメ ン ト

手続 きが 「他 者か らの教示 に従う行動を強め る 」

手続 き と同様の機能 を持 っ 、（2）セ ル フ ・マ ネイ

ジ メ ン ト手続 きが 「ダン ピ ン グ」 を助長する 、

と い う 2 点が挙 げ られる 。 （1）につ い て は 、 対象

児（者 ）の 言語化が後続する非言語反応 を統制 し

て い ない と い う場合 で あ る（Matthews，　Shimoff，

＆ Catania， 1987）。 そ の ような事態をア セ ス メ

ン トするため に 、 当該の非言語反応 に先行 して

生起 する言語反応 を実際 に操作 し 、 それ ら2 っ

の 反応 の 機能的な 関係を明確 にする必要が考 え

られ る（武藤 ・小林 ，1996； 丁aylor ＆O
’
Reilly

，

1997）。 （2）に っ い て は 、　「セ ル フ
・

マ ネ イ ジメ

ン ト」 とい う手続 きの ラ ベ ル の ために 、 （1）の よ

うな危険性が検討 されず 、 学習機会や手応 えを

得る（強化 される ）機会の バ リエ ー
シ ョ ン を限定

して しま うと い う逆説的な結果 を生む と い う こ

と で あ る（Brigham， 1992）。 これは 、 手続 きを使

用する際の 援 助者の随伴性 が 「セ ル フ 」 と い う

仮説構 成概念 によ っ て 隠蔽 され て しま う こ とを

意味す る（hg ．）。
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　Fig 　2 つ の セ ル フ ・マ ネ イ ジ メ ン トの 捉 え 方．上 図 は一般 的 な捉 え方 を、下 図 は行 動 分 析 的 な
捉 え 方 を表 す．上 図 は 「プ リズ ム に よ る 光の 屈折 」 を比 喩 と して セ ル フ ・マ ネ イ ジ メ ン ト を説 明
してtlる 〔つ ま り 「自己」が な い 場宣は 「顕 現 的 反 応 aj が 生起する こ と と な る）．下 図 は 「主 観
的 輪軽」 を比 喩 と Lて 「自己 」 が仮 説構成概念 で あ る こ と を 説 明 して い る．ま た、下 図 の 網 掛 け

部分 〔菖 語 反 応、非 言 語 反 応 を 含 む ）は 「個 人 （有機 体）」 を 「場 j と して 表 現 して い る．
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〔話題提供 2 〕

行動福祉 に おける 「自己」 の 捉 え方 ・扱い 方

一精神薄弱者授産施設に おける入所者の 自己決

定の援助 に関す る研究か ら
一

　　　　　 　　　　　　 　　　 渡部匡隆

　（愛知県心 身障害者 コ ロ ニ
ー

発達障害研究所 ）

　障害領域 ・臨床領域に おけ る 「自己 」 の 問題

をテ
ー

マ に した本 ワ
ー

クシ ョ ッ プに お い て 、知

的障害 をも っ 人々 の 自己決定の 援助に関する 研

究か らそ の 問題 に っ い て 述 べ て み たい 。

　ノーマ ラ イゼ ー
シ ョ ン の原 理 が提唱 され た

1960年当時 に お い て 、 すで に 知的障害 をも つ

人々 の 「選択の 自由」 や 「自己決定 」 の 問題が

指摘 されて い た（エ マ ーソ ン 、1992）。 しか し 、

1970年代の終わ りまで は ほ とん ど関心が払わ れ

て こなか っ た（Lancioniら ， 1996）。 重 度の 障害を

も つ 人々 は選択 した り自己決定をす る よ うな能

力が な い とされ た旧来の治療モ デルの も と で 1

人ひ と りの 自律や意志決定が否定され て ま まに

な っ て い た（Liρski ら ，「989）。 と こ ろが 、 1980

年代 にな り、障害を もっ 個人が選択機会 をもつ

こ との重 要性が繰 り返 し述 べ られ よ うにな る と

ともに（Shelvin＆ Klein， 1984）、そ の 選択機会

の 実現 に必要 な物理 的な設 定やサ
ー

ビス の 手法

に つ い て 実証的 に検討 す る こ とが求め られ るよ

うに な っ た（Mithaug＆ Hanawa］t， 1978；Kennedy

＆　Haring， 1993）o
一

方 、発達障害 をもつ 個 人を主な対象と した

「援助サ
ー

ビ ス 」 の ための 新 しい 実証 的方 法論

を 目指 して 、 応用行動分析の 発 展型 と して 行動

福 祉 と い う方法論が提唱 され て きた（望

月 ，1993；野崎 ，

’
1996）。 これは 、　 「個人の権利拡

大 」 とい う文脈の も とに行動分 析の 哲学や 方法

を改めて捉 え直 しそ の 諸特性 を強調する とい う

試み とされ て い る 。 自己決定 を行動福祉の 枠組

み か ら捉 え直す と 「正 の 強化 の 環境の 中で 暮 ら

す こ と の 保障（Skinner， 1986）」 と考 え る こ とが

で きる（望月 ，
1995）。 また 、 自己決定は物理的 ・

社会的 な文脈の も とで 変化 する行動で あ り 、 そ

の 実現 にはその個人 に必要な物理的 ・社会的環

境設定を実証的に検討 し、社会 に要請 して い く

必要がある こ とが考 えられる 。 これまで、自己

決定に つ い て は 、本 人の 好み や選択を尊重 しよ

うとい う理念的 な論議 が重視 されて い たが 、 そ

れ らの 枠組み を適用する こ とによ っ て重 い 障害

をも つ 人々 に つ い て も自己決定の 実現に向けた

具体的 な作業が可 能に な っ て い くと思われ る。

　話題提供者は 、 精神薄弱者授産施設の 作業場

面 をフ ィ
ール ドと して 入所者の 自己決定の援助

方法 に っ い て研究 を進めて きた（渡部 ・望月・野

崎 ，1998a ；1998b）。 それ らの 研究 では 、 行動福

祉の方法論 を も とに 、 自己決定 を入 所者が 自ら

の 生活環境 を改 善 して い くため の 要求表明 を行

っ て い く こ とと して 捉え．本人の要 求が表明 さ

れ るため に は どの よ うに環 境設定 を整 えて い く

必 要 がある か と い う観点か らその 具体的 な方法

に つ い て 検証 して きた 。 同時に それ らの研究は 、

自己決定 とい う文脈 における 「自己 」 を い か に

捉 えて い くか 、 あ る い は記述 して い くか と い う

こ とを検討する作業で もあ っ た と考え られ る 。

渡部 ら（1998a；1998b）の 研究 を紹介 しなが ら、 そ

れ らに対する話題提供者の 考 えに つ い て述 べ て

み たい 。

〔話題提供 3 〕

不登校臨床 にお ける 「自己」 の 捉 え方 ・扱 い 方

　　　　　　 　　　 小野昌彦 （中国短期大学 ）

1．「自己主張反 応」 、　「自己決定」 行 動に つ い

て

（「）「自己主張反 応 」 とは何 か。

「自己主張反応」 とは 、 主張反応 法 （小林、「976）

にお け る主張 反 応 （asserti ）e　response ）と 同

様 の もの と考 え る 。

逆制止の 原 理 に基 づ く主 張反 応 法 は 、 「周 囲 か
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らの 圧 力に 対 し て ，対決する態度が形成 され て

い な い ため に、すね た り、回避 した り、また 身

体症状 や精神症状 を示 す一群 の 患者 がい る 。 彼

らに対 し て 、対決的な反応 を シ ェ
ービ ン グする

こ と に よ り 、 彼 らの 内的混乱 を解決 し．症状 を

除去 し適 応 へ 方 向付ける方法 」　（小林 、 「976）

と定義 されて い る

　したが っ て 、 　「自己主張 反 応 」 とは、あ る 人

物が反論する根拠 があ っ て も 、それ を遂行する

こ とがで きな い 等の 事態にあ っ て 、 ある反 応 （い

らだち、不安 感な ど）を起 こ して い る時 、 その

事態で の 別 の 反 応 と して の 対決 ・断行反 応で あ

る と考 え る。

　例 えば 、 母親 と不登校児のバ トミン トン の ラ

リーを続ける と い う設定場面 にお い て 、自分の

打 ちに く い と こ ろ に羽根を打 っ て い る母親 に対

して 「こ こ に打 っ て 」 と自分 の 打 ちや す い と こ

ろを言 う反応 で あ る （小野 ・小林、1997）。

（2）「自己決定 」 行動 とは何 か 。

　 「自己 決定」 行動 とは、治療教育事態 にお げ

る治療教育計画設定場面等 にあ っ て 、治療教育

担当者 へ の 不登校児の 自分 の 治療教育計画 の 決

定事項等 に関する提案 ・申請 を 目的 とす る 非言

語 ・言語反応で ある と考え る 。

　例 えば 、 登校 予定 日設定の 際 に治療教育担当

者 へ の 「○月○ 日 」 と い う言語 反応 、 または カ

レ ン ダー
に 「○ 月○ 日 」 と書 く反応 の こ と で あ

る 。

2．不登校状態の 変容 に おける 「自己主張反応の

形 成」 、　「自己決定 の 支援 」 の 意味に つ い て

（1）不登校変容 に おける 「自己主張反 応」 形 成の

意味

　不 登校 とは、　「基本的には 、 家庭 一学校 一家

庭 と い う往復パ タ
ー

ン が家庭で停滞 し、 断続 し

て しま っ た状態 」 （小林 、 1989）と い える 。

　不 登校状態の 変容に際 して は、個 々 の 症例に

行動 ア セ ス メ ン トを実施 し 、 基 本 的 に不登校の

維持条件 を除去 し、再登校行動を形 成及 び維持

する方向で 治療教育が組み 立 て られ る 。

　 「自己主張 反 応 」 の 形成 を実施す る主張反 応

法 ぱ、以下の 条件 を満 たす不登校症例 に
一般的

に適用される （小林 、 1985）。

　1）不 登校が長期 にわた っ て持続 して い な い こ

と 、 そ して ． 学力 、 体力に極端な低下 が認め ら

れな い こ と。

　2）不登校の問題が生 じる ま で は反抗的な と こ

ろ の少 な い 「よ い 子 」 で あ り、不 登 校の 問題が

生 じた後 も、そ の 問題 さえ な ければ依然 と して

「よ い 子 」 で あ る こ と。

　3）家庭内で家族 との コ ミ ュ ニ ケ
ー

ショ ン が存

在 する こ と 、 そ して 治療者 と面接事態を設定で

きる こ と 。

　 「自己主張反 応」 の 形 成の 目的 は、不登校児

童 ・生徒の 不安 や神経 症的 な精神症状 や身体症

状 の 除去 で あ る 。こ れ らの 症状は、再登校行動

の シ ェ
ー

ビ ン グに お い て は阻害要因 とな る 。 し

た が っ て 、これ らの 症状の 除去は 、 再登校行動

の シ ェ
ー

ビ ン グ の 阻害要 因 を除去する 意味を持

つ と い えよ う 。

（2）不登校変容に おけ る 「自己決定」行動の 意味

　「一般 に 『登校拒 否 』 を主訴 と して 来室す る場

合 に は 、 少 な くとも最初の 面接で は、発 言 は最

小 限 で あ り、積極的な治療者 との 応 答関係を形

成す る こ とは困難で あ る 」 （小林 、 1985）と指

摘されて い る 。

　したが っ て 、 不登校の 治療教育の 初期 に おい

て は、治療教育担当者 と の か かわ り形成と い う

問題の 解決が要請 され る。

　した が っ て 、 不登校状態 にある児童 ・生徒 に

対す る 「自己決定」 行動 を支援 する こ とは 、 積

極的な治療教育担 当者 との応答関係 の 形成 の為

の
一

つ の 要因の 形成 と い う意味を持 つ と い えよ

う。
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